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論　　文　　の　　要　　旨
　土壌細菌λ帥6α肋γ｛㈱τ舳ψo｛θ〃∫が保持するTiブラスミドのT－DNA上には，オーキシン合成
酵素遺伝子（α舳）およびサイトカイニン合成酵素遺伝子（ψ）が存在する。感染を通してこれらの
遺伝子が植物ゲノムDNAに導入されると，転写，翻訳され，上記のホルモン量を増加させることが
知られている。例えばタバコにaux，cyt両遺伝子を導入すると，内生のインドール酢酸（IAA）及
びサイトカイニン含量が増加し，その結果，不定形の腫瘍や，不定芽・不定根を有する奇形腫（テ
ラトーマ）が形成される。この現象は，タバコの組織培養において培地にオーキシン及びサイトカ
イニンを添加した場合と一致している。しかし，培地に添加したオーキシン及びサイトカイニンに
対する形態形成反応は植物種によって異なり，タバコと同様の形態形成反応を示す植物種はそれほ
ど多くはない。そこで筆者は，タバコと対照的な実験植物としてニンジンを取り上げ，タバコと比
較しつつ，まず腫瘍の形態とホルモン含量との関係について検討した。実験方法としては，まずタ
バコとニンジンに，野性型（α舳十，6ヅ十），auゼ型（α〃ジ，6ヅ十），cyt■型（α舳十，oツボ）のTiブ
ラスミドを個別に有するλ．f舳ψoづ舳（以後各々，野性株，α舳■株，Cyゼ株と呼ぶ）を感染させ，
形成される腫瘍の形態を比較した。その結果タバコでは，野性株で不定形の腫瘍，伽ゲ株で不定芽
を有する奇形種，Cyt■株で不定根を有する奇形種が形成され，これまでの報告と一致した。しかし，
ニンジンでは，いずれの菌株を感染させても不定形の腫瘍が形成されるのみで，不定芽・不定根の
分化は見られなかった。
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　タバコとニンジンにおいて腫瘍の形態が異なることが確認されたので，次にそれらの腫瘍のオー
キシン（IAA）及びサイトカイニン含量を測定した。
　その結果，タバコではサイトカイニン及びオーキシン含量がそれぞれ増加することが確認された。
一方ニンジンでは，サイトカイニン合成酵素遺伝子を導入するとサイトカイン含量はタバコと同様
に増加するが，オーキシン合成酵素遺伝子を導入してもIAA含量の増加は見られなかった。そこで，
ニンジンの形質転換細胞を用いてIAA代謝系について解析をすすめた。
　工AA含量は，合成系と分解・不活化系の両方で制御されていると考えられる。そこでまずIAA合
成系の活性を調べたところ，野生株及びcyt■株による形質転換細胞では，T－DNA由来のオーキシ
ン合成酵素が働き，aux’株による形質転換細胞の約3倍の比率でIAAが合成されることが明らかに
なった。
　次に，IAAの分解・不活化について「14C」一IAAによるトレーサー実験を行った緒果，野生株，
6ツr株形質転換細胞の結合型IAAは，α舳一株形質転換細胞の約10倍もあることが判明した。また，
α脇■株形質転換細胞を高濃度のIAAを含むMS培地で数時聞培養すると，結合型IAAが増加し，
結合型IAAが基質誘導型であることが判明した。
　以上の結果から，ニンジンの形質転換細胞ではIAA合成酵素遺伝子が導入され，IAA合成が活発
に行われても，宿主細胞においてIAAがかなり速やかに結合型IAAに転化され，遊離型IAA含量
はほとんど増加しないことを明らかにした。
　本論文では，このことから遊離型IAAの細胞内許容濃度が植物種あるいは細胞・組織の生理的状
態により調節されているのではないかと言うことを示唆している。さらに芋結合型工AAへの転換活
性が異なることが一因となって，組織培養において培地に添加したIAAの効果が植物種や組織に
よって異なる可能性を論議している。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究において筆者は植物細胞・組織に関する豊富な知識と経験を生かして，培養組織の増殖・
分化と内生のホルモン量，特にオーキシンとサイトカインの内生量との関係について解析を試みた。
そして二つのモデル植物，タバコとニンジンにおける形態形成反応の差異が何に起因するのかを，
Tiブラスミドの変異株を活用しながら実験的に解明することを試みた。その結果，ニンジンの培養
組織においては，遊離型IAAがその生成量に応じて結合型IAAに転化され，遊離型IAAが一定の
レベルに保たれる調節機構が働いていることを明らかにした。そしてタバコとニンジンの培養組織
における形態形成反応の差異とIAAの内生量の関係について一つの作業仮設を誘導した。これらの
新知見は今後の研究の発展の基礎となる示唆に富むもので，高く評価される。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。
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